
【From Kobe 2023 11月】 

  収 録 1   

■ 何でもかんでも現状から目をそらし、行動せず、模様眺めの日本。  

   世界の場に出た政治家たちの姿に日本の方向は見えぬ、視点と判断のない今の日本の現状 

   世界の若者までがそれを指摘する。 世界の若者が日本で発見するリフレッシュ日本の数々。 

  井の中の蛙から、とびださねば・・・・と。 ついぶつぶつです 

 資源のない日本が今、成長が止まる中、老齢人口の急増・物価高・成長産業の衰退に見舞われている。 

経験・手本のない時代に、日本の蓄積も底をつき、行き先が見えない。 

インフラのほころび・日本の成長を支えてきた企業の衰退 

「今までに経験してきたことがない・・・・」「自分が手を引けば・・・・・」の老獪言い訳の横行。  

若者に託して高度成長の急成長を遂げた日本。 サッカー・野球ほかスポーツに見る若者の活躍に 

日本の取るべき道が垣間見える。若者に「やってみなはれ」と託す時代がきた。 

そんな思いが強い11月です  勝手なぶつぶつ 皆様にはどう見えますでしょうか…… 

                  2023.11.10. From Kobe  Mutsu Nakanishi 

 

■ 神戸新聞 11月1日朝刊 文化面「汀にて」鷲田 清一 より転記 

    < マジョリティとはだれか>  強者に追随 身を潜める者 
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■ 今月の神戸新聞コラム「正平調」2023.11.3.より転記 

便利さだけがキーワードの日本 もっと情報操作・AIの危うさに取組まねば・・・・   

 

チャットAIのあやうさや恣意的な情報のバラマキ操作等  々 高度情報化社会の闇がひそかに進行する。 

「みんなで渡れば怖くない」と乗り遅れたらだめだとの話がインターネットを通して拡散。 

どう整理すれば良いのか判らずのままにいるが、今日の神戸新聞のコラム正平調氏の話がよく解る。 

googleや旧Face Book等の横暴ぶりに規制強化が議論されているが、日本での現状は野放しに近い。 

身近にもブロワーを使っての恣意的情報・偽情報そして闇サイト等々数々のおかしな事が流布されている。 

EUではインターネット閲覧者の情報を勝手に集め、恣意的な情報を送り付けることの規制強化に舵を切った。 

日本ではすぐビジネスに乗り遅れるという論が恣意的に拡大するが、何とかならぬか・・・   

TVまでもが、肯定的な取り上げ方でルポと称してばらまきに参加と見える。  

インターネットがますます便利になって 規制のベースが定まらぬまま悪の巣窟になって、日に日に犠牲者が闇の

中に引き込まれる現状。危険予知でもよく言われる「まずフェイルセーフ安全側へ倒して」から議論することも大

事。もうそんな段階にきているとみるが・・・・。  

この膨大な偽・恣意的情報を使う操作ビジネスの拡散に目を向けなければ、 

高度通信社会の崩壊をもたらすと・・・・。 

      2023.11.4. From Kobe   Mutsu  Nakanishi 

 

 

■ 最近の新聞などを読んでいて感じること   

【理念からの原点復帰 一致点を説いて回る論客はいないのかと】 

最近の正平調氏の話を読み、今の混乱の世相に 一致点を説いて回る論客はいないのかと  

◆ 伝統を守ることの重要性と革新  今を生きるためにどうすればいいのか・・・・ 

◆ ロシアの侵略／ウクライナ & イスラエルの侵略／パレスチナ それぞれ言い分がある. 

両方がテーブルにつく一致点はどこにあるのか… 

我々だって、日頃耳にするのは西側の情報ばかり… これが正義といえるのか・・・・   

日本政治だって 数頼み・仲間頼みのその場対応・丸投げ政治 これて良いのか… 

基本を忘れ、即物的な対応ばかりでは、永遠に一致点は見つからぬ。 

原点に戻ってというが、緒方貞子さんの言葉が心に響く 

「守らねばならぬ命」 いま こんなことを言うと叱られるかもしれないが、これが原点回帰の基本か・・・ 

話のすれ違い等々は 周りでもいつもこんな事が起っている。  

何を大切にせねばならないのか‥‥疑心暗鬼ではいつまでたっても言葉遊びの域と。 

今必要な一致点を説いて回る論客はいないのかと‥‥ 

     2023.11.1. from Kobe   Mutsu Nakanishi 



■ 2023.10.25. 神戸新聞「正平調」より転記 

きょうもまた、世界の何処かで「愛国の華」が散っているのかもしれない 

  
■ 2023.10.18.神戸新聞「正平調」より転記 

人口減少が止めがたい今 趣旨をそこなわぬよう、できる形を模索してもよいのではないか。 

で祭りのバトン代々つないできた先人たちも、なくなるよりそちらの方を望むはずだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


